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DEXCS2012 for OpenFOAM(R) の使用方法レッスン
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演習の内容と狙い

OpenFOAMの標準チュートリアルをベースに、自前で作成
したメッシュに置き換えて計算する演習を実施します。

その際、DEXCS2012 for OpenFOAM(R)（当日に配布予定）
に搭載した各種ツールを活用することで、これを短時間で実
現できることを体験してもらいます。 

DVD起動が可能なウィンドウズまたはLinuxパソコンを準備
してご参加下さい。
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OpenFOAMの（体験的）実践的活用法とは

1. 形状作成
a. 複雑なもの⇒使い慣れたCAD使用⇒STLエクスポート

b. 簡単なもの⇒Blender, FreeCAD

2. メッシュ作成
a. Swiftツール⇒blockMesh, snappyHexMesh

b. 他のソフトで作成⇒###ToFoam
3. 標準チュートリアル、他の計算例を精査し、自分が

解きたい現象・モデルに近いものを探し出す
4. 上記ケースのメッシュを、自前で作成したメッシュ

に置き換える
5. 計算パラメタの細部詳細を整合

標準ソルバーが使える場合
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DEXCS for OpenFOAM(R) 
2012リリース版の嬉しさ

DEXCS2009以来、簡単体験の嬉しさを踏襲

上記をブラッシュアップ⇒もっと簡単に

機能強化
■ OpenFOAM 中級者を想定した簡単GUI操作

主眼はsnappyHexMeshによる自動メッシュ作成
＋　標準チュートリアルベースの簡単メッシュ変更
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OpenFOAMのファイル構成を理解



演習の概要

簡単メッシュ作成と計算（simpleFoam）

標準チュートリアル
のスタディ

buoyantBoussinesqSimpleFoam/hotRoom

メッシュと境界・初期
条件ファイルの変更

constant, system
ファイルはそのまま流用

1

2
3

4 簡単メッシュ作成（snappyHex, 内部流れ） 5



演習１　簡単なメッシュ作成と計算

 

初心者向けチュートリアル

簡単形状の応用例題

手間は少ないが、計算機パワー要、計算時間がかかる。

手間はややかかるが、計算機パワー面での問題が軽減。

 6



DEXCSランチャーの起動

ダブルクリック

クリック
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解析フォルダ

1

2

 8

test1 + Enterキー
を押す

4

3

5
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解析フォルダ
simpleFoam：定常非圧縮流れ解析

　（k-ε系乱流モデル使用可能）

1
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解析フォルダの確認

1
3

2

OpenFOAMの
caseファイル構造

 ダブルクリック
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形状確認

⇒Dict作成

　（blender）

1

5

Dict作成用パラメタ
設定済モデル

3

4

2

6
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モデル確認（blender）

視方向回転：
マウスホイールボタンを押しながらドラッグ

視方向平行移動：
ShiftまたはCtrlキーを押しながらマウスホイール回転

拡大・縮小：
マウスホイール回転

オブジェクトの選択切換は、
マウス右ボタンクリックで

解析対象 メッシュ細分化領域
解析領域

（仮想風洞）
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SwiftSnap確認（blender）

1

SwiftSnap
の設定確認

2
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SwiftSnap⇒snappyHexMeshDict作成

2
3

出力先を間違
いなきよう注意

1
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SwiftBlock確認（blender）

1

2

マウス右クリック
にて解析領域
（Block)を選択

SwiftBlock
の設定確認

15

Zキ
ー



SwiftBlock⇒blockMeshDict作成

1
2 3

出力先を間違
いなきよう注意
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メッシュ１（基礎メッシュ作成）

3

確認

1

2

blockMeshDict を手修正
する場合に使用
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メッシュ確認

(paraFoam)

1

2

3

4

5

6

視方向回転：
マウス左ボタンを押しながらドラッグ

視方向移動：
マウスホイールボタンを押しながらドラッグ

拡大・縮小：
マウスホイール回転18



メッシュ（snappyHexMesh作成）

1

3

並列計算のコア数を変更
可能

snappyHexMeshDict を
手修正する場合に使用

最初からやり直す場合に使用

2

3
確認

（数秒〜1分）
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メッシュ確認

1

2

3

4

5
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メッシュ確認（内部断面）

1

2

3

4

4

5
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メッシュ確認

(断面詳細)
1

2

3

視方向移動：
マウスホイールボタンを押しながらドラッグ

拡大・縮小：
マウスホイール回転

Time 1
castellated Mesh

Time 2
snapped Mesh

Time 3
layered Mesh

3 3
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メッシュ確定

1

2

3

4

5

並列計算時に
は、少々時間が
かかる
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境界条件

inlet : 流入境界
Uin=10m/s

outlet : 流出境界
P=0
wall : スリップ壁

dexcs_Font :壁
すべり無し、壁法則

デフォルト設定

確認・変更は可能

inlet
outlet

wall

Dexcs_Exportedfromblender-2.64(sub0)
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本演習でのランチャー応用の課題

inlet
outlet

duct

Dexcs_Exportedfromblender-2.64(sub0)

inlet
outlet

wall

cube_Exportedfromblender-2.64(sub0)

1

2
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patch名の一括変更

1

2

使用可能な
Patch名

候補リスト

3 45

カーソルは
欄外に置くこと
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流体特性

確認・変更は可能

nu（動粘性係数）
= 1.54e-5 m2/s

ｋEpsilon乱流モデル

デフォルト設定
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計算実行（初期流れ場作成）

1

2

3 確認
（1分程度）

非粘性のポテンシャル流れ
場計算を実行。

本例では必須でない。
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計算実行

1

3

計算
終了
（数分）

4 5

並列計算のコア
数を変更可能

途中停止は可能

2

29



流れ場の可視化

（ParaView）

流線表示

1

2

3

4

5

7

8

9

6
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reconstruct
（領域結合）

1

23

31



流れ場の可視化

（paraFoam）
1

2

3
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ランチャーの終了

1

2

1
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演習２　標準チュートリアルのスタディ

buoyantBoussinesqSimpleFoam/hotRoom
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TreeFoam（+dexcs十徳ナイフ）の起動

このメッセージは問題ありません

1

2

3
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新規解析caseの作成

1

2

3

マウス右
ボタンクリック

4

5

36

次頁以降、TreeFoamのメニューやボタ
ン操作で実行されるコマンドは、マウス
でのcase選択によらず、解析caseを対
称にしていることに留意のこと。
（本頁のcaseやフォルダ操作は別）



チュートリアルケースの選択

1

2
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続き

2

1

3
4

5
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Allrunの実行
1

2

3

./Allrun

約１分で終了

コマンド入力待
ち状態

4

5
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結果確認（paraFoam可視化）

1

3

2

5 4

高温部
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Allrunの精査

2

4

マウス右
ボタンクリック

3
1

ダブルクリック

1. メッシュ作成（blockMesh）
2. 温度場のクリアー
3. 温度場の初期値設定（setFields）
4. ソルバーの実行

（buoyantBoussinesqSimpleFoam）
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計算結果のクリア

1. メッシュ作成（blockMesh）
2. 温度場のクリアー
3. 温度場の初期値設定（setFields）
4. ソルバーの実行

（buoyantBoussinesqSimpleFoam）

1

1

2

2

並列計算用メッシュ分割
ポテンシャル初期流れ場
もクリア可能
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計算のやり直し

1

2
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計算状況モニター

1

2

4

3

5

残渣

連続性

グラフも
同時消去
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caseファイルの精査（constant）

1

3

X方向重力を付加

計算やり直し

2

パラメタスタディ例
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caseファイルの精査（system）

1

3

2
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caseファイルの精査（時間フォルダ）

1

3

2

次ページ
と同じ
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caseファイルの精査（時間フォルダ）

1

Field変数

Patch
（境界）

セル内編集
セル毎の
　Cut/Copy/Paste
可能

2
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setFields
1

1. メッシュ作成（blockMesh）
2. 温度場のクリアー
3. 温度場の初期値設定（setFields）
4. ソルバーの実行

（buoyantBoussinesqSimpleFoam）

2
3

4
領域指定

温度指定

（注記）時間指定は機能さ
せないようにしてある

（←OF-2.1.ｘのバグ対応）
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meshユーティリティ

1
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並列処理

1

51



HelyxOS
1

32bit版は起動しません
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CADの起動

11

53



SalomeMeca

1

未インストールで動作しません
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演習３　メッシュと境界・初期条件の変更

constant, system　ファ
イルはそのまま流用

buoyantBoussinesqSimpleFoam

ｓimpleFoam

buoyantBoussinesqSimpleFoam
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メッシュ変更

1

2

3

4

5
6

引き続き
test2にて実施

test1にて作成したメッシュ
（polyMesh）を選択
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patch名の確認

1

2

3
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patch名の一括変更

inlet
outlet

duct

cube_Exportedfromblender-2.64(sub0)
floor

ceilling

fixedWalls

1

3 4
5

指定完了したら
カーソルを欄外に

変更可能リス
トから選択

2
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1

patch名の確認

2
59

3



patch名の一括整合

1

2
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境界条件の詳細適合

適合箇所

2

1
3
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ソルバーの実行と実行確認

21

3

5

62



1

計算結果の可視化例
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演習４　簡単メッシュ作成

SnappyHexMesh,　内部流れ問題
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新規解析ケース⇒test3　

2

5

1

4
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メッシュ作成用テンプレートの選択

1

56
7

4

3

2
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テンプレート確認⇒Blenderの起動

1

2
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Blender:モデルの読み込み
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Blender:SwiftSnap設定確認
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Refinement
Region

1
2 名前確認

Refinement
Region

クリック
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patch settings

1

ダブルクリック
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Feature setting

1

ダブルクリック

Feature edge
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snappyHexMeshDict書き出し

1

2
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SwiftBlock

1

マウス右
ボタンクリック

メッシュサイズ
確認

2

3
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ｂlockMeshDict

書き出し

1

マウス右
ボタンクリック 2

3
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blockMesh実行（基礎メッシュ作成）

1

76



snappyHexMesh実行

1 1

どちらでもOK
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1

メッシュ確認
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SwiftSnapの出力Dict変更

1

2 初期化

SwiftSnapの課題：cellZone 指定が出来ない
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snappyDictExporter.py

選択変更

1

2

3

4

SwiftSnap 設定
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snappyHexMeshDict 確認・変更

1

名前は決め打ちで出力
・Rotor ⇒rotor
・Porous ⇒radi
⇒変更可能
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メッシュ作成⇒確認

21

82



お疲れさん

83



memo

84


